
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】  傾斜地盤の上部表面から地盤内に縦向き
のパイロット孔を削孔し、同地盤のパイロット孔に対応
する下部表面からパイロット孔に向けて横向きの作業坑
を削孔し、これらのパイロット孔と作業坑との間にスリ
ットを構成し、このスリットに止水壁を設けることを特
徴とする地盤内スリット止水壁工法。
【請求項２】  スリットはワイヤソーによって形成され
ることを特徴とする請求項１に記載の地盤内スリット止
水壁工法。
【請求項３】  止水壁はグラウト材によって構成される
ことを特徴とする請求項１又は２に記載の地盤内スリッ
ト止水壁工法。
【請求項４】  止水壁は鋼製、ビニール製、又はコンク
リート製の板状体によって構成されることを特徴とする

請求項１又は２に記載の地盤内スリット止水壁工法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】この発明は、地盤の浸透水を止水
する地盤内スリット止水壁工法に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来実施されている地盤の浸透水を止水
する地盤内止水壁工法は、（１）地盤の表面から所定の
間隔をおいてグラウト材注入孔を削孔し、このグラウト
注入孔から地盤内にグラウト材を注入し、地盤内の割れ
目及び浸透経路にグラウト材を充填するものである。そ
してこれでは充分な止水効果がえられない場合には、前
記のグラウト材注入孔を補間するようにさらに新たなグ
ラウト材注入孔を削孔し、このグラウト材注入孔から地
盤内にグラウト材を注入して、地盤内の割れ目及び浸透
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経路にグラウト材を充填し、このようなことを充分な止
水効果がえられるまで繰返していた。またこれとは別に
（２）固結度の低い地盤に対しては、鋼製等の矢板を打
ち込む工法や、地盤内を掘削して地盤内に止水壁を構築
する工法等がある。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、前記
（１）のような工法では、固結度の低い軟岩や未固結堆
積層においては、地下水が岩石や堆積層自体の微小な空
隙を通って流れるため、止水グラウチングによる遮水性
の改良が困難であるという問題がある。また（２）のよ
うな止水工法では、固結度が高い岩盤に対して矢板の打
ち込みと地盤内の掘削施工ができず、また地盤内にビニ
ール膜等の変形性に富んだ止水膜を形成することができ
ないという問題がある。
【０００４】そこでこの発明の目的は、前記のような従
来の地盤内の浸透水を止水する地盤内止水壁工法のもつ
問題を解消し、地盤内にスリットを形成することによっ
て、グラウト材又は止水板を注入又は挿入することを可
能にし、これによって地盤内の浸透水を止水することが
できる地盤内止水壁工法を提供するにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】この発明は、前記のよう
な目的を達成するために、請求項１の発明は、傾斜地盤
の上部表面から地盤内に縦向きのパイロット孔を削孔
し、同地盤のパイロット孔に対応する下部表面からパイ
ロット孔に到達する横向きの作業坑を削孔し、これらの
パイロット孔と作業坑との間にスリットを構成し、この
スリットに止水壁を設けることを特徴とするものであ
る。請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の発明に
おいて、スリットはワイヤソーによって形成されること
を特徴とするものである。請求項３に記載の発明は、請
求項１又は２に記載の発明において、止水壁はグラウト
材によって構成されることを特徴とするものである。請
求項４に記載の発明は、請求項１又は２に記載の発明に
おいて、止水壁は鋼製、ビニール製、又はコンクリート
製の板状体によって構成されることを特徴とするもので
ある。
【０００６】
【作用】前記のようなものにおいて、止水壁を構成する
に際しては、傾斜地盤の上部表面から地盤内に縦向きの
パイロット孔を削孔し、同地盤のパイロット孔に対応す
る下部表面からパイロット孔に到達する横向きの作業坑
を削孔し、これらのパイロット孔と作業坑との間にスリ
ットを構成し、このスリットにグラウト材を注入し、も
しくは鋼製、ビニール製、又はコンクリート製の板状体
を挿入することによって構成された止水壁を設ける。そ
してスリットは通常ワイヤソーによって形成される。
【０００７】
【実施例】図１～３に示すこの発明の第１実施例におい

て、11は傾斜地盤であって、その上部表面から削孔され
たパイロット孔２に対応する下部表面から、パイロット
孔２に向けて横向きの作業坑12を削孔し、これらのパイ
ロット孔２又は作業坑12にワイヤソー４の操作部材13を
設置し、この操作部材13を操作することによって、パイ
ロット孔２と作業坑12との間に図２に示すようにスリッ
ト５を構成し、このスリット５が完成したところで、図
３に示すようにパイロット孔２及び作業坑12を被覆する
キャッピング６を設置し、最下段の作業坑12に注入管７
を挿入し、この注入管７を介してグラウト材を注入し
て、パイロット孔２、スリット５及び作業坑12内の空気
をグラウト材で置換し、キャッピング６に取付けたリタ
ーンパイプ８からグラウト材が溢出したところで、グラ
ウト材の注入を停止してグラウト材による止水壁９を構
成する。
【０００８】この発明の第２実施例は、図示するのを省
略するが、地盤の表面から地盤内に間隔をおいて、複数
の縦向きのパイロット孔を削孔し、これらのパイロット
孔間にスリットを構成し、このスリットを含むに両パイ
ロット孔を被覆するキャッピングを設置し、一方のパイ
ロット孔に注入管を挿入し、この注入管を介してグラウ
ト材を注入して、パイロット孔及びスリット内の空気を
グラウト材で置換し、キャッピングに取付けたリターン
パイプからグラウト材が溢出したところで、グラウト材
の注入を停止してグラウト材による止水壁を構成する地
盤内スリット止水壁工法に、第１実施例を組合せたもの
であって、前記止水壁工法の一方のパイロット孔２と他
方のパイロット孔２及び少なくともこれらいずれかのパ
イロット孔２と作業坑12との間にスリット５を構成し、
これらのスリット５に前記と同様にしてグラウト材を注
入するものである。これら第１、第２実施例は、スリッ
ト５を利用して形成される止水壁９が、いずれもグラウ
ト材によって構成されたものとなっているが、これに代
えて鋼製、ビニール製、又はコンクリート製の板状体に
よって構成されてもよい。またスリット５はワイヤソー
４によって形成されているが、これ以外のものによって
形成されてもよい。
【０００９】
【発明の効果】この発明は前記のようであって、請求項
１の発明は、傾斜地盤の上部表面から地盤内に縦向きの
パイロット孔を削孔し、同地盤のパイロット孔に対応す
る下部表面からパイロット孔に到達する横向きの作業坑
を削孔し、これらのパイロット孔と作業坑との間にスリ
ットを構成し、このスリットに止水壁を設けるものであ
り、請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の発明に
おいて、スリットはワイヤソーによって形成されるもの
であり、請求項３に記載の発明は、請求項１又は２に記
載の発明において、止水壁はグラウト材によって構成さ
れるものであり、請求項４に記載の発明は、請求項１又
は２に記載の発明において、止水壁は鋼製、ビニール
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製、又はコンクリート製の板状体によって構成されるの
で、地盤内にスリットを形成することによって、グラウ
ト材又は止水板を注入又は挿入することを可能にし、こ
れによって地盤内の浸透水を止水することができるとい
う優れた効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の第１実施例の当初工程を示す概略縦
断面図である。
【図２】同上の中間工程を示す概略縦断面図である。
【図３】同上の最終工程を示す概略縦断面図である。
【符号の説明】

２  パイロット孔
４  ワイヤソー
５  スリット
６  キャッピング
７  注入管
８  リターンパイプ
９  止水壁
11  傾斜地盤
12  作業坑
13  操作部材

【図１】 【図２】 【図３】
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